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最 近 ル 沿 誠 八 羂 幼 線 虫 に 起 因 す る ヒ ト の 寄 生 虫 性 肉

芽 腫 症 （ 所 謂 消化 管 ア ニ サ キ ス 症 ） に 関 心 が 集 ま り， そ

の 寄 生 虫 学 的 ・ 病 理 学 的 研 究 が 続 行 され て い る ． 日本 各

地 か ら も 症 例 が 知 ら れ てい る が， 北 海 道 で は 岩 内 地 方 に

お い て 多 数 の症 例 が 報 告 され て い る ．

筆 者 ら も 家 畜 に 本 症 が 存 在 す るか 否 か に つ い て 興 味 を

持 っ て い る が， 今 回 北 海 道 内 の捕 獲 犬 を 調 査 す る機 会 を

得 た ． ま た ， こ の 調 査 とは 別 の調 査 に 際 し ， 寄 生 虫 性 肉

芽 腫 症 の1 例 を 経 験 し た ． こ の例 で は， 原 因 寄 生 虫 が同

じ Λnisakinae に属 し， ふ 冶 ぶ心 属 と近 縁 と は い え ，

他の Terranova お よび Contracaecum 両 属 の幼 線 虫 で

あ っ た ． 家 畜 とヒ ト と を同 一 に 論 ず る の は 問 題 も あ る

が ， 本 症 の原 因 に つ い て は もっ と広 い 角 度 か ら 検討 を加

え る必 要 を感 じた ．

捕 獲 犬 調 査

材 料お よ び方 法 ：

検 査対 象 は，　1965年12 月 に札 幌 ， 小 樽 ， 釧 路 お よび

稚 内 の4 市 で 捕 獲 さ れ た合 計132 頭 で あ る． 札 幌 材 料 は

直 接 剖 検 し た が， 他 は 胃 と 舌 を ホル マ リ ン 液 浸 材 料 と し

て 送 附 し た も の で あ る． 舌 を 調 査 し た の は ， ト リ ヒ ナ 症

検 出 を 兼 わ た た め で あ り， こ の点 は 陰 性 に 終っ た． こ れ

ら 材 料 に つ い て ， 肉 眼 的 に 精 査 し た 後， 多 数 例 は さら に

一 定 部 位 か ら 組 織 切 片 標 本 （ヘ マ ト キ シ リ ン ・ エ オ ジ ン

染 色 ） を 作 り， 組 織 学 的 検 討 を 行 な っ た ． 舌 に つ い て

は， ほ ぼ 中 央 部 の 横断 切片 を 作 り， 胃 に つ い て は， 図 示

本研 究は文部省 総合 研究分担研究費 によっ た．

のように10 個所（Nos．　5～8 は若干変動がある）から

標本材料を採取した（Fig．　1）．
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Fig．　1．　Diagram　of　the　stomach　showing

portions　eχamine　d　histologically

（　28　）



Table　1．　Incidence゙ of　cases　with　granulomatous　foci　in　stray　clogs　（number　of　cases）Stomach　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tongue

Districts

Sapporo
Otaru＊
Kushiro＊
Wakkanai＊

Total

cases

e χamined

20
20
20
20

80

caused　by

foreign　　　unknown
body

－

4

2

4

10

parasite

一 一
－

－
3

－
3

成 績 ：　　　　 ・‘

肉 眼的 検査 で は 全 例 に限 局 病巣 が見 出 さ れ なか っ た ．

し か し， 組織 学 的 検 査 で は， 小 肉芽 腫 病 巣 が か な り の率

で 認 め ら れた（Table　1 ）．

こ れ ら の病 巣 は ，病変 性 格 か ら 次 の3 群 に 分け ら れ る．1

． 異 物 性　 胃 ・舌 と も に 見 ら れ， 後 者 がや や 多 い ．

舌 で は，1 切片 ， 通 常1 個， と き に2 ～4 個 存 在 す る．

舌 病巣 は一 般 に限 界明 瞭 な 小 肉芽 腫 で あ り， 粘 膜 固有 層

ない し 粘 膜 下 織 に主 と し て 発 見 さ れ， 直 径150 ～300 μで

あ る． ほ ぼ 球 形 あ るい は 楕 円 形 病巣 で ， 最 外 層 に 薄い 線

維 層 が あ り， 中 に 組 織 球 層， 次い で 中心 部 の 広い 部 分 は

線 維 芽 細 胞 ない し 類 上 皮 細 胞 で 占 め ら れ， 最 も 中 心 に 異

物 か お る ． 異 物 は 多 く は 直 径20 ～25　rl の 黄 褐 色 管 状物

で 表 面 に 鋭い 棘 が あ る． こ れ 以 外 に1 ～2 他 の 植 物 片 と

見 る べ き も の も あ る が 頻 度 は 低 い ． 新 しい 病 巣 で は ， 限

界 が 不 明 瞭 に な り ， 好 中 球 を 伴っ てい る． 胃 の 病 巣 も 基

本 的 に は 舌 病 巣 と大 差 ない が ， 病 巣 が 大 き く 限 界 不 明 瞭

で ， 集 簇 細 胞 層 が 厚い 傾 向 を 示 す ． 主 とし て 粘 膜 下 織 に

位 置 し ， 長 軸 （ 長 さ0 ．8～1mm ） が 筋 層 と 平 行 し た 長

目 の 病 巣 が 多 い ． 細 胞 集 簇 は 組 織 球 を 主 体 とす る が ， し

ば し ば 多 数 の好 中 球 が 出 現 す る ． 筋 層 か らも1 病 巣 見 出

さ れ た が， 舌 の 場 合 同 様 に 月ヽ さ な 球 状 巣 で あっ た ．

2 ． イ ヌ 蛔虫 Toxocara　canis　4子虫 に よ るも の2 例 に

見 出 さ れた が， い ず れ も 表 層 に 近 い 舌 筋 内 に 不 整 形 小 肉

芽 病 巣 とし て認 め られ た ． 病 巣 の大 き さ は 直 径160 お よ

び300　μ で， 中心 部 に直 径約20 μ の 幼 線 虫 の 横 ・斜 断

面 が 埋 まっ て い た ． 虫 体 は ， 断 面 に お け るlateral　a ］ae

やexcretory　filaments　 の形 態 な どか ら考 え て ，7 気回一

car　a　ca？us の 第2 期 仔 虫 と同 定 され た ． 小 病 巣 の 反 応

組 織 内 には ， 組 織 球 を 主 とし 少 数 の好 酸 球 を 伴 っ た 細 胞

集 簇 があ り， 線 維 化 は 軽 い ． 一 方 大 病 巣 では ， 中心 部 に

（29 ）

cases

eχamined

19
17
－
19

55

caused　by

foreign　　T．　canis
body　　　　larva

1

6

－

3

10

1

－

1

2

29

＊　Seaside　district

線維芽細胞 の増数 が目立っ た．

3． 寄生虫性　イヌ蛔虫以外 のもので3 例に証明され

た．

第1 例　粘膜下織に あり， 径700 μ，肉芽腫性で 中心

部に石灰化物 を擁 し， 周囲に強い 組織球・好酸球 の集簇

を伴 う．

第2 例　粘膜下織病巣，2 ×0．7　mm　の 大 きさ． 中心

部 に径300 μ の線維化部があ り，他は リン パ球． 組織球

の集簇 である．

第3 例　漿膜下の陳旧結節，直径680 μ 楕円形で周囲

組 織との関係は薄い． 限界はきわめて明瞭で，薄い線 維

層 に包まれ， 内部は無構造物質である が，細胞陰 影を伴

い，中 心部 に石灰沈着があり， コレステ リン 結晶 像があ

る．

考 察：

本 調査は， 寄生虫性肉芽腫症 （ル 冶訃心 賺幼 線虫 に

よる）の自然例発見を目的 とした ものであっ た． 従っ て

対 象は魚類摂取と関係 の深い海岸都市 を主 体とした． 結

果は， これこそとい う症例を得 るこ とは できなかっ た．

しかし． 少く とも組織学的には，寄生虫性病変や 魚食 と

関係ありそうな病変 が，あ る程度証明 されたのであ る．

これらの うち，異物性小肉芽腫 と診断す べき病巣は，直

接寄生虫 とは無関係では あるが， 頻度 が高く， 魚食に原

因がありそ うであ る．す なわち，海岸 都市に限っ て病変

が見られ るこ とや，病巣 内の黄 褐色有 煉片を，魚腸 内プ

ラン クトンの破片では ない かと考 えるからであ る． しか

しこれ らの事項について は，寄生 虫性 肉芽腫 とは切 り離

して別途追及す る計画で ある． ただし鑑別診断上 の意義

なし とはいえない，To エ：ocara　cの廁 仔 虫によ る 病巣 に

ついては，主題 とす る寄生虫性 肉芽腫 とは異質 のもので

ある．た だ一般的に 舌飭を検 査す る機会はあま り多 くな
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Fig．　2．　Morphology　of　parasites　obtained　from　a　natural　case　of　parasitic　granuloma

T 冖Υanov・a　sp．　No．　1　；　posterior　portion　　2 ．　Terra 。。む4　sp．　No，　1　；　anterior　portion

Contracaecm　sp．　N0 ．1　；　posterior　portion　　4．　Contr．どzrどlecum 　sp．　N0．　1　；　anterior　portion

Contracaecum 　sp．　No．　1　；　head　　　　　　　　6 ．　C^ ontracaceitm　sp．　No．　2　；　anterior　portion

Co　ntrα・caecum　sp．　N0．　2　；　posterior　portion

（Figures　other　than　5　are　in　the　same　scale）

い ので，このような部位にも出現する事実を記して注意

を喚起す るわけでる．他の寄生虫結節を終末像 とする3

例中，第1 ・2 例は，小型ではあるが一応寄生虫性肉芽

腫 として取扱 われるべき ものであ る．もつ と新 らしい病

変 を示す例 を得 なけ れば ならないし，ま たこ れらの原因に

Anisakis 様幼線虫を当てるのは危険であ るが， 一方

（30 ）



では海岸地帯 のイヌに限り見出 され る事実を軽視するこ

とはできない．

寄生虫性肉芽腫 の1 例

材料お よび 方法 ：

1966 年3 月下旬， 根室市にお い て 包虫症疫学調査に

関連し て，捕獲犬 の内部 寄生虫調 査が実 施 さ れ た． 約100

頭を 肉眼的に 検索し たが， そ の中に本 例が含 まれて

い た．根室市沖根婦（ オキネップ）で捕獲 されたシェパ

ード雑種 の牝犬で，年令不詳であ る．肉眼検査後ホルマ

リン固定し，虫体はラ クトフェノール標本，組織検査の

た めにはヘマトキシリン・エ・オジン染色切片標本を作っ

て検討した．

成 績：

胃幽 門部 に近い胃底腺部 粘膜に，大 小5 個体の線 虫が

穿入し てお り，体 の大部分 は胃 内腔 に出てい た． 虫体は

頭部を もって穿入していたが，あま り深 くない ので，ひ

っ ぱ ると簡単iと抜ける状態であっ た．局所 粘膜には，肉

眼的に小物質欠損以外に著変がなかっ た．1 病巣におけ

る組織変化は次のようである． 虫体は粘膜筋板まで穿入

している．粘膜には粘膜筋板の消失を伴う窩状物質欠損

がある．欠 損部直 下を中心に， 粘膜下織を主とする好酸

球の広い 瀰漫性浸潤 が 著明 で あ る， 組織球性細胞反応

は，ご く軽度 であ る．欠損部直下に 新鮮小膿瘍も形 成さ

れている が，細胞種は好酸球であ る． また胃全壁特に粘

膜下織は，広 く軽度に水腫性であ り，血管壁 は水臉 吐に

疎霧化し拡張充盈を示す．

寄生虫体は大小2 種に分けられ る．前者は体長それぞ

れ22．3　mm，　24．0　mmおよ び 不明（病理組織標本作製

のため切断 ）の3 虫体言 後 者は7．2　mm および9 ．0　mm

の2 虫体である． 両種に形態上特に食道から腸管に かけTab

】e　2．　Dimensions　of　parasites　（mm）．

01 ）
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て 差 が あ り ，そ れ ぞ れ7 冫r心 nova お よび Contrac αg 回z

属 の 幼 線 虫 で あ る ．／7冫r71冫ノ1vxl
とzで は 間 唇（interlabia）を

欠 き， 胃（ventriculus） と腸 盲嚢（intestinal　caecum） が

区 別 され ，　Contratヽ aec四z で は 間 舸 が あ り， 腸 盲 嚢 と

胃 盲嚢（ventricular　appendix） が あ る．　（Fig．　2お よびTable

2）．

考　　 按

丿今回の 自然例に見 られ た病変 が， さらに定型的寄生虫

性肉芽腫に移行するか否かは，今 後の症例追加を必要と

するが， 一応これを初期例 と解す るのが順 当である． す

なわち， 虫体の存在，粘膜下織を中心 とし た水腫 と好 酸

球浸潤， さらに好 酸球性膿瘍形成な ど が そ の 根拠であ

る，家 畜にお ける ／1雇d 心 様幼線虫によ るこ の種病変

の自然 例とし ては， 今まで報告が見当らない．疫学的 見

地 からは，海 岸地帯 の野犬 に 発見さ れ る 可能性 が高い

が，研究対象 となる機会は逆に少い こ とが予想 され，検

索進行にっ れて症 例の増加 が期 待される．

最近は人体例においてj 屁d 赤 様幼線虫に原因す る

消化管の寄生虫性肉芽腫が注 目され， 症例の増加 どとも

に多 くの実験的研究 も実施 され てい る． 実験動物 として

も種々の動物が使われている が，イ ヌを使っ た実 験も数

篇報 告がある（文献欄参照）．一般的 にイヌ実験例につい

て云 えることは， 虫体の連続投与 が本 症発生 に良い条件

のようで ある． これら報告例中では浅見 ら（1964） の9

日間連続投与 例の所見が今回の自然例に よく似 てい る．

すな わち虫 体は胃に 限って5 個体見られ，前 体部を粘膜

に さしこ んで寄生し ておーり， 粘膜部には小潰瘍 様変化 が

あり，組織学的 には粘 膜部欠 損， 好中球浸潤 の強い炎 性

変化 があった としてい る． ただし， 筆者ら の例で は好 酸

球を主体 とし，彼 の例は好中 球が主役を演じてい る．

寄生虫体は，　Terran。7・a　sp．お よびG 。ZΓacaecu。zsp

．と同定 されたが，いず れもす でに脱皮が始ま り， 口

唇部は全例裸出していで 虫体 の一部特 に尾部になお被鞘

が残っ た状態を示していた．こ の現 象は An・・5誠む 様幼

線 虫症では， 一般的現象であっ て， さきに岩内地方の人

体例に 関しての虫体検索を経験した時 も同 様であっ た．

た とえ前 体部 の1 部 を・消化管 壁に穿入させ た例でも，こ

めこ とが起 るので ある．組 織切片 中 の虫体 の 鑑別 に 際

し，虫体断面 による同定上 種々の形態的特長 が知 られて

い る．中で も側線（lateral　chord）の形 態は強調 されて

い るものの1 つであろ う．Y 字形 の発達した側線 がそれ

であ る． 今回の Terranoz・aと Contracaeci。7，について

Body　length
Body　width
Oesophagus　lengthOesophagus　width

Ventriculus　lengthVentriculus　wid

出Nerve
ring

T　errano でa　　Contracaecum

sp．　　　　　　　　　　　　　sP
・

1　　　2　　3

－一一24．0
22．3

0．85　0．85　0．84

2 ．2　1．5

0．33　0．26

1 ．2　1．07

0．29　0．31

0 ．50　0．49

’　Intestinal　caecum　　0．80　0．67Ventricular　appendi
χ

Anus

7
0
1
0

1　　　2

2　　9．041
0．5407　0．82

064　0．083

0．17
0．74
0．66

0．12　0．11　0．15　0．12

0
0
0
0

12

55
79
23
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も横断切片を作り比較したが， 側線の形態は Anisakis

のそれ とよく似てい る． したがっ て組織切片上での鑑別

には注意を要する．

総　　 括

北海道札幌，小樽，釧路お よび稚 内の捕獲犬を対象に

胃 ・舌にお ける肉芽腫病巣を検索した． 目的 とした定型

的 寄生虫性肉芽腫 を発見す るこ とはできなかっ た．し か

し寄生虫を原因とする小肉芽 腫が一部 に認められ， 他に

異物性yjヽ肉芽腫があり鑑別診断上の意義を認めた．これ

ら病変 が海岸地方のイヌに限定して存在す る事実は疫学

上興味 ある．

ま た他の機会に，　Terrano■でa お よび Contracaecum

両 属幼線 虫に起因す る寄生 虫性 肉芽腫症 の1 自然例 を経

験 した． 病変は胃に あり，初期病巣 と解 された．こ のこ

とから ル・柚 治 属以 外の幼線 虫につい ても充分考慮に

入れる必要を強調 したい．

また一 部成績 につい ては， 第13 回日本寄生虫学会北

日本支部大会（1966年7 月30 日）において講演し た．終

り に 北海道大学獣医学部家畜寄生虫病学教室山下 次 郎

教授御の指導に対し深謝いたします，
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Explanation　of　Figures

Granuloma　caused　by　foreign　body　in　the　tongue．　Hematoχyline－eosin　stain　（H －E）．χ175．Fresh　focus　with

foreign　body　in　the　tongue．　H－E．×175．

Granuloma　caused　by　foreign　body　in　the　stomach．　H－E．χ70．

Larva　ofΥ’oxocara　cani∫in　the　tongue．　H－E．χ350．

Granuloma　caused　by　parasite　in　the　stomach．　H－E．χ70．

Granuloma　caused　by　parasite　in　the　stomach．　H－E．χ70．

Parasitic　granuloma　；　naked　eye　appearance　showing　2　7εΓΓanorva 　sp．　larvae．

The　same　case　showing　parasite　（7冫アΥα〃a・・2　sp．）＞　defect　of　mucosa，　edema　of　submucosa，cell　accumulation　and　small　abscess．　H－E．

χ33．5．

The　same　case　showing　edema，　hyperemia　and　cell　accumulation　of　submucosa．　H－E．×83．The

same　case　showing　edematous　change　of　small　blood　vessel　wall　in　submucosa．　H－E．

×540．

Cross　section　of　Terranova　sp．　larva．　H－E．χ80．

Cross　section　of　Contracaecum　sp．　larva．　H－E．χ93．

（32 ）
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Abstract　t
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STUDIES　ON　PARASITIC　GRANULOMA　IN　THE　DOG

Haruhiko　KITAYAMA，

（Hokkaido　Institute　of　Public ≒Health ）

Masashi　OHBAYASHI，

［Department　of　Parasitology，　Facul りof　Veteri れlary　Medicine，　Hokkaido　Universiり ）Hiroshi

SATOH

（Department　of　Comparative　Pathology，　Facul りof　Veterinary

Medicine，　Hokkaido　Universiり ）

＆

Yukitoshi　KITAMURA

（Honbetsu　Health　Center ）

The　authors　investigated　the　stray　dogs　in　Hokkaido，　Japan，　for　the　purpose　of　obtaining

natural　cases　of　parasitic　granuloma　caused　by　Anisakis－lWe　larvae．　M ［acroscopically，　they　couldnot　find　any　foci　among　stomachs　and　tongues　of　132　dogs　collected　at

4　cities，　Sapporo，　Otaru，

Kushiro　and　・χ／V　akkanai．　Histological　investigatoins　were　conducted　on　80　stomachs　and　55tongues　and　small　granulomatous　foci　were　found　in　many　cases　（Table　1）．　The　granulomatouschanges　could　be　classified　into　3　types　

；　1）　granuloma　caused　by　foreign　body，　2）　granuloma

・caused　by　77ひぶ・cara　canis　larva　and　3）　granuloma　caused　by　unkno、vn　species　of　parasites．　Itis　inagreeable　to　consider　the　3rd　type　as　granuloma　provoked

by　Anisakふlike　larvae．　It，however，　is　significant　that　these　changes　are　found

only　in　cases　collected　at　seaside　districts。During

the　other　serial　investigation，　a　natural　case　of　typical　parasitic　granuloma　was

discovered．　The　dog　was　dissected　at　Nemuro　and　the　lesion　was　found　in　the　stomach．

Causal　parasites　were　7冫rΓanova 　sp・，3　larvae，　and　C　ontracaecum　sp・，　2］arvae．　The　lesionwas　characterized　by　edema，　eosinophil　cell　accumulation，　small

abscess　formation　etc．　in　gastric

wall．　It　can　be　said，　therefore，　that　larval　nematodes　of　the　genera　other　than　Anisakis
　mustt＞e　also　taken

into　consideration　for　studying　parasitic　granuloma．
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